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オオニジュウヤホシテントウの
食性に関する研究（第6報）
　　　　　1

温度と成虫の攝食性特に一般活動と

攝食性との関係について

小山長雄

　（昭不0264i三12月！O日受正慮）

Nagao KOYAMA : STUDIES ON THE FEEDING HABITS OF THE LARGE 28-SPOTTED 

LADY BEETLE, Epilachna viginlioclomaculala MOTSCHULSKY VI.

THE FEEDING ACTIVITIES OF THE ADULT UNDER VARIOUS TEMPERATURES.

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繕　　　醤
　さきにlc’），私はオオaSl　nウヤ・ホシテントウ．ldpilctch，na，唾ノiivt’？lootoi’）tatnd（i．t（i，　MOTSCHULSKY船｝・の

瞬食性の湘度限界を究明する目的をもつて，ます濃度上昇に俘う一般活動撫吟味し，播食活動の開始

溜農は成虫では10°C以下，幼虫では10～；1．5cr（」，嚢退停止高濃は共に30～35QC近辺であろうと推定し

ナこ。

　けだし，昆虫の辮食性と温度との関係を知ることは，毘虫の生態を拙掘する上に緊要な基礎的黎項で

あるばかりでなく，叉応胤Lにも重要な意義があるo勿論霞然撒態で擬食の行われるのは大休薫常な

生活現象の見らIXる淵度範囲であると考えられる。特に一般活動の開始濃度と癬食のそれとは移くの

毘虫で捜湿していることが認められておりu7），1）ARNF．R（19Z｛」・tt）），　IL930ab）はバッタの1種で両餐が一

i致してV・ることを公表してV・るo

　而してバレイシヨの大審虫として蜘られる本虫では，從來防除に関蓮して生態的研究が盛V・に拘ら

す，まだ二の問題に関しては輿験的に究明し旗ものが見当らないo

　そこで私は種々なる浬度下に於て，威虫を一定期間飼育し，その構食鍛を測定しナζ結果，温度と搬

食性，特にそれと一般活動との関係につV・て潜干の知見を得たので，ここにこれを報告する，

　本丈に入るに先立ち，常に御懇篤なる御指導を賜り且本稿をつぶさに御校閲下されナニ本栄教授八木

識政博士に衷心より態謝の意を表する次第である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　材料及び鍵験方法　　　　　　　　　　．

　異験醐既当学部農揚バレイシーn畑より採集し＃越冬後の成虫を，23昌C窟盗塞に1日際護し，翌日

そ0）中から休形均一・なものを選び出し雌雄別々に菖頭宛ユ飼育器に牧容し，離雄それぞれ1．O頭庸供

試する2鼠制を採用した。食餌植物にはバレイショ（アー一一リ・・ローズ）の葉を用い，毎日一定蒔刻に

昏区の食痕を調盗してその面積を測定し弛o飼育には大型ガラス製容器（直樫8cm×高さ12enx）の底

鵯：ilに飽和N島C1を容矛L江ものを用い（容器内灘度は約70「％）晴黒の歌態にしで定源竃内に蝿置し旗。

　＊　僑州火挙繊維学部豊物攣教室叢績　策4号

；：：　‘t：黍獺の’t・xとしてD螺1・（1947）：｝）は裁吻面・∞LI・糊縣肌ているが，これ徽だ獅ヒ的であるの

　　で，私は湯浅（正936）3bゆ提唱｝ζ従つてい麟でに脳・たM・・1欄鵬KYのも暁，こζでも使灯」するeと

　　にするo
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輿験期闇は各区とも10日間とし牝が，勿論高温区は供試虫が盃死し旗博打切つナ妬

　鍵験区の設定は第1表に添す通りである。
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上記29°（）区は30°Cを開的として行つtcが，装置の其合によつて挙均濃度29°Cとなつたものであろ。

輿験はすべて19↓9寧借州天単繊維学部で施行し弛。

鍵瞼結果
　11種淵度区の中蚕然厨食しなかつk‘Stt，°C及び50°C区を除き，蝋雄各工頭挙均毎日の購食鍛を図示

すると第1図の如くである0

　5°C：この溢度では雄は発然撮食しなかつたが，雌は第1　F3　Mkt痕跡的に癬食し牝。しかし以後は

雌も発く購食しなV・。成虫は同位置に齢止して殆んど蓬動の様予が見られなかつナe。

　7°C：7°Cでば雌雄共に微弱ながら辮食性が認められる。すなわち10臼間に焚ける雌雄各1鎖の含

計矯食量（以下翼にtt　Am計婚食蚤”とよぶ）は0．77cme（9i　o．47Gm21δ0．2⑪αn2）で，樋食のなかつ弛

日が雌に1日，雄には3日を数えナこ。

　10°C：この溜度では癬食量は7；Cよりやや増加はして來ているが恰計癬食蟄O，87（tmu），第工日園

に多食し弛（♀2、43C1ゴヨ；aユ．29emD）外は7◎Cと大難がなV・o期闇中雌は2日，雄は工田発然癬食し

なかつた。

　15°C：この濫度では成虫は遮動がやや活発となり，揖食勲も亦慧増し，しかも無撮麓の旧は雌雄共

に認められなV、o合計辮食量は7・51cm’一’C滅7面u2；識．霜emラ1，；twし，τ゜Cの約1⑪偶1｛｝oGの約

9倍となつており，日々の辮食量にも上記低温区のようなひどい変差はない。

　200C：200Cでは1｛．日目は極めて多食し（￥2闇30ern‘U；1纂1．13cmL’），以後漸減して51三嘱眼から又増

加している。合計癬食壁は17．　25　cin“：Cほ2．｛｝8｛m1嘘；塔，1Tl・m2）で10°Cの約2｛1倍，工5°Cの約2傍で

ある。
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　　　　　　　　　　Fig・i　　「J／ih）d｛Lily　umOIMt　C｝f　fOOtl　C：OllSUIIIPtiOll　’

　　　　　　　　　　　　　　of　fUl　alul七　u江111Cl・v：しrious　ternperthtures。

25°C・こ嚇の舗瞬餓は2蘭2。m2（臓28・n’・L’・；・S・9・・6・1，・niL’t）慶囎加，15・C，X約3倍，

’20°Cの1・3倍に相当する。日々の擶食童は経過と共に漸減の傍向があるが，この突験期間内ではまだ

搬食は盛んであるoしかしこの濃度で始めて8田目に雄2頭の蜷死を見た。

　29°C：第1日目に最大の辮食壷を添さす，3田目に至つて最大量（92．眺（’lrlL’；韻，81cmりを示し

たoその後経過と共に辮食壷は急減するo

合計験蟄瓢8ユ…2凹盆蜘・2・・9諏，m盛）で25°cと大燃軸が溌死蝋は畷（4・　2；
ε4）　に増力口して：いるo　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　tt

35°C：この澱では2胴までは1Hの搬難・駆中鵬G3．蜘・・；・0．8ユ・・のを示すが，3

日目からは急減しGレ0．35cm2；δ0、　Xscni三i），更に4日日には概食は殆ん．どせす苦悶欣態1こ入つて、　G
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日目までに垂部艶死し牝。350Gに於ける含計辮食量は8。　a2cnlll（96．6・lcmn，31．78c1範臼）であつ旗o

’40°C；雌が契1験開始後3時間まで辮

食しナこが（1．26ern2），その後は辮食せ　　　z・u

す，叉雄は興奮歌態を示すだけで発然　　し，nq

辮食しなかつナCo雌雄共に6時…閥目か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら艶死し始め10時間で全死した。　　　窒↓，0

　45。G：4時間以内で盃死。癬食性は　呂
発く言忍められなV・。　　　　　　　　　　　　登　゜“3

訂・・c・2酬肺で錦．blli・　f£性は恥5

全くない。　　　　　　　　　　　　　α
以上の各鴎通じて明らかに皿ll薩が雄　゜・1’

に比し多食することが認められるo　　　　。．2

　伺，第2図には10日間の工頭工臼覇

xド均搬食量及び生存葬…を総揺図添し

i。。（K

　ミ㌔

8。累

　諸
fSG鐘
　　的

llo

　tr　　　　占・　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iO　　　　　　　P．0　　　　　　　50　　　　　　　ユトo

ナこ。それぞれの温度tにおける贈食量　　　　　　　　　臓Mp撒ATURI婁（。の

yは次の式によつて興えられる。　　　　Fig。2仙u耐ly臓瓦1玉、t。r　fooa　eOntsumvt・ivn　ol’肌！1

　　酬・一ま・）P1①誹　細t響1認蹴溜、麟ll°働㌃
但しy・醐蝋購嚇鱒，唖，　　。漁，。r。1、＿1e
P1・P・はそれぞれ常数で齢・　　　　。、、，，iyttl　1t，reonta。。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　考　　　　察

以上の結果から融の搬開始の学搬翻ると，5CCでは雌骸昆納嬢じ静るが，そ磯蚕然擬

食しない勲・ら識酬祭f柵が外温と不轍の嚇瞼翻L焼のであ莇しく，この澱では1醸

腰なV・廓められる。從つて辮鰍に灘的に搬1擁示卸゜（邦髄慨蝦界灘魁1醗され
る。．一方徽動は約7。C，歩行開始は約8，Cであるから（第2褒），購食開始｛葡蕉常の宇爵動の趨ゐ淵度と

ほぽ撒している訴醐（igL」・7）・1・もイ蝋の限界は示さなかつtが・搬はエ゜°C以下でも認められる

ことがあると報じている。次で10～ユ5°Cでは鵬食量は慧激に増加し・（～teの値によつてこの間の増無

傘観ても㈱譲），それが極めC急激であ祝とが窺われる認細5°Cで期間内1甑螂撮大

値に蹴る（第2図）・　’　　　T。bl。2・rh，　t，mP、蜘，e駅・i。・・f・1・t・　a：lti1・

　本虫の生育と温度との関係については，　　ill　the　grtulually　］tMisit’gぐPC／3　mizluteN）tc｝lll1ILIratui’c」，
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　次いで鶏9兜に証ると，雌雄共1こ第二tHigの辮食澱は急に低下すゐ（第1図）。かかる高盗では成虫

卿鋤が翻附るとo）　｛逆俊があり「・・tl）　e：；一一2r，）泓1描冬・吻頗が雌は26～鍛8・Cで洗する淋があり

雄は30～33°cで盃糊騨止け・昆柵めv・1　16）。本輿験に供試され勧軸購冬後闇もないものであ

り，生理的にも越冬中のものと大盤なV・と塘えられるので，1）｝｝酸1生はここでも一一一一般活鋤とほぽ一激し

ているものとい免よ％しかし，漁度接触力櫨捌1験性に影響を歩硫ている粥1口圃に特に；り1瞭に現

われているのであケらその後成蟷融と共に辮噛の駅態となり茄蝕睦枷llし（第蠣D，
次で蠕率は70％鰍下するr舞夢姻）。35°cで雌験当初成磁樋購に銀し，この」｛・WJrlの齢は

剛勲こ著しV・にとが認められる　（第3…爽）。

　一一・般活動の熟興鷲は1｝lll雄撫こ約3〔1。（」（第2竪tt）であるから，　　TabeY　30ul　t｝uoeCfi‘！1轍耐。　thし’

これ櫛餓とは1濾轍してV・　・：，力鷲田目か鰯｝1餓湘＝…一“’興．嚇1唖糊il働．

減し，縫死虫が夢発かる点から藩丸一〔コ三常な辮食li燃と1欧解し

得なレ㌔從つ℃，私が溜度反応の結果から推鑓した騰鷲な郷｝食

惟の高温限戯し（31〕～350｛1ソll）鱒：やや高きに魁ぎ，熱によつて播

食性が抑制され，生存摩も高v・約tlt，°Cが袋絹な限界溜臓と，｝訓佐

す為。野外に於てはしばしば威虫はかかる高湘に戴潰するが，

この腸會成劇よ食璽の購i、遂に位概したり，陽壌や謝林簿に退濫

して購勲しないこと｝よ，我々のよく爽見する研C・ある0

　400C：1㍉4了oC，及び5（蹴」の如き高温では，もはや蔵虫は壼

然騰食轡…を示さないから，苦、蜀状蛍（43～・4δコu）で1ま勿1庸｝購鍵

’1’ettll）・繭・。い・・・…1引M・・1・

叩一”……』 吹w』 @　旨巾『『　　』「「1　　　」

　5～1Q　　　　　　2fJ，0且1　　　一

驚　、糊聯
　鼠5｛りag　　　　　　　l　　　　〔［，86　　　　　0，99

　29・｝3ti　　　　　　　｛：｝．4搭　　　0，1）5

　35～40　　　　　　　　0，04　　　　　＿
，．＿＿＿．＿＿＿＿一＿「．『－i，．＿，1＿＿＿＿L－＿．＿，．＿＿＿

性は僚止する。すなわち本威虫は他の多くの昆虫の加く一…般罐動と辮食・殿とばその開始灘度のみなら

す，i嚢混檸JLに蟹るまでほほ一敷してV・るという1とができるo

　さて，從撃は溜度反応によつ℃歩篇開始から興奮まで恥蕪常活鋤瀧度範囲と仮飽したが，本峨嵐の

揚合からそ（購え冶敷えんし，職常活動襯度織閾をカNo　rユ）ml　life巻保持す観捺疲範闘～’と解すれば，

上記範囲は高漉綿に力急て広紫に渦訂るo私はむしろBODEN｝lr・：IMER（igl’；⑪）t）のあけている〃強い活1励”

辺りをそ0）高瀟限界とする方が他の昆虫の揚喬・にも濾毫と鷺える。

　一方岡属のM｝xiclUI　bean｝〕e融｝（1］2）f～（z（ih7z（t醐・rゆ傭MULS．）で1よMILLER（1購O）IB＞はその成虫

に如．5～遡．50C灘嵐工00％）な接鵤しナニJ鋳：，3疇間以内で発死し，　MARcov珊CH＆STANLEY・（1930）IT）

は鍛゜Cで4日間しか生存しなかつ起と言己載し，SWEETM　　↑able　4　The　c，Olllpa）’ise1エof　t1、e

AN＆］inRNALD（1930）Ill．i））は37CCでは数時闇で死し，エ7°　　t（頗・un。Lmt。漁｝・tl・・n51葛1・鼠・t蜘

c（灘度50％）では鮪に髄す凝薩卵に1圷鞘で．＿烈！璽迦，懸製鯉蛭到鯉転
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t
あると報告しているから，本威虫とは活鋤性及び辮食性

は相似ているものと推察される，

　本成虫が各生育｝噂を蓮じ，－L…般に雌が雄より構食鍛が

多V・ことは1疵に報轡したが，均本築験に於ても濫度の如

何に絢らす雌の方ガ婚食性が高い（約2倍）ことが鑑わ

れる（第4表）。溝度による魅別構食量の比（雌／雄）

は特にその差が低盗及び高温部に於て明瞭に認められる

ll…lll／l熱1
　　29　　　　　　　　124．う2　　　　　≦）4，工O　　　I優3

．一養」．＿劉ご讐一3三

鞭｝蟹・・。i　f？1　r・’1・鵬

ダc｝鵬胃凱ヨ　

＊4°°Gでは卸β「肱だけ翼甲・が搬して・・るが，d・｝よ23Q伽ら4・・G罐さ幟縄上一SPtw・se・1・。徽さ糠

　ものであると考えるo
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が，これは雌が雄より低温活動性且耐熱性が高やという第4報の結果と一致している。しかし，かか

る雌雄差の生する原因については稿を改めて報告の予定である。

以上の結果及び輝去の知見から成虫の活動温度糊0）を想定すれば，おおよそ第3図の如くになる。

（勿論，成長を俘う幼虫の揚合では相当難異があると思われる）

　CRoZIER（1926）ta）は動物の生活現搬の臨界点の起る
頻度は，大体7種（｛t．．・5。（），9。c，エ5。c，20。（），25。c，　－5

27°q30°C）の漁度附近に多く認められると公表してい　　　゜

るが，本成虫の揚合も一敷する点が多い。　　　　　　　　5
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灘が野外に於て高温融1跡るのは了～8、Sjであり，　55

この時期は鋭でに殆んどが粥1化期成虫（こ力敦ま越冬　　4°

するもの）であるから，たとえ高～恩によつて生順磯能が　　45

i衰えても1：’），高盗が分布を制約ずるのだと論するには隈
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50
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隠には上述の如く，冷凍な腸所に退遜ずるのみならす，　　　　　　　Lhe　tVitivitlk，s　ot’tl蝦匙duh・

高温をさける結果，分布に挙飾的な変動さえ見られ7“　ta）ものである。從つて私は温度と本成虫の生理

・生態と塘分布に関漣して究明すゐ揚合には，臨界高溜範囲よりむしろ臨界低濫範閥鴨研究の胆点が

指向されねばならぬこと准提嘗する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　約

　本爽験は種々なる濃度下に於けるオオニyb　nウヤホシテントウ助，‘～a，chna翻σ‘曜信o‘1ωηLα（｝ttlcctct

M・TS珊LSKY融の辮創生にそれと一般活動との関係を究明畔もので，その結果は爽の如櫻約

せられる。　　　　　　　　，

ユ．成虫の贈食性は？°Cから35QC藻で見られ，これが漕長は一般活動とほば一激している。

2。INrormal　lifeの保持される範囲の繕食性の高温限界は約30°Cであるo從つて成虫の活動適漁

　　（2）°C前後）より高湘部に〃正常な辮食性”の最も旺盛なる範囲がある。

3．10日聞の合計辮食呈は25°Cが最高であるが，1日の擬食量の最高は35cCに見られる・

4．　温慶の如何に拘らす雌は雄より辮食螢がi多い。かかる螺1雄搬食量の相異は低濡及び高濃湖1で著明

　である。これは雌が雄より低温活動性且耐熱性にとむことに1部基因する。

5．　この築験及び廻虫の知見から成虫の活動濫度帯を大体爽の如く想定する。

　　　　　臨界低浬範囲………・………・・…7°C以下

　　　　　髄灘一小25°・〉灘難姻7°一・・°・

　　　　　距毎i界高温i範囲・。・・一・一・・・…　30～350C

　　　　　高濫致死範囲……………35～450C

　　　　　最高致死範囲……………45～50°C
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